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人口と世帯（５月１日現在）　人口 629　男 314　女 315　世帯 312

主なもくじ

５月８日に丹波小学校で交通安全教室が開催されました。
おまわりさんの指導のもと交通ルールを学びました。
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　３月13日（水）第66回丹波中学
校卒業式が行われ４名の生徒が丹
波中を巣立ちました。高校でも丹
波魂を忘れずに、勉強にスポーツ
に頑張ってください。

　３月26日（火）丹波山村卒所式が行われ、
２名の児童が丹波山村保育所を卒所しまし
た。小学校に入ってもお兄さん、お姉さんと
仲良くたくさんのことを学んでください。

　３月22日（金）第135
回丹波小学校卒業式が行
われ、１名の児童が丹波
小を卒業しました。

　４月３日（水）丹波山村保育所入所式が
行われ２才児１名が入所しました。
　新入児紹介では元気に｢はい｣と返事がで
きました。
　これから楽しくお兄さんたちと、遊んで
ください。

　４月４日（木）丹波小学校入学式が行われ２
名の児童が入学しました。新しく始まる元気
いっぱい、笑顔いっぱいの学校生活がとても楽
しみですね。

丹波小学校入学式 丹波中学校
卒業式

丹波小学校入学式 保育所入所式保育所入所式

保育所卒所式 丹波小学校卒業式

丹波中学校
卒業式

保育所卒所式 丹波小学校卒業式
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消
防
団
任
命
式

丹
波
山
村

　
４
月
１
日
（
月
）
郷
土
民
俗
資
料
館
で
丹
波
山
村
消
防
団
任
命

式
が
挙
行
さ
れ
、
今
年
度
は
６
名
の
新
入
団
員
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
副
団
長
に
、
高
尾
の
橋
詰
昭
人
さ
ん
、
上
組
の

守
屋
保
志
さ
ん
の
２
名
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
も
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
使
命
の
も
と
、

活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
消
防
団
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

順
不
同
、
敬
称
略

【
副
団
長
】

　
橋
詰
　
昭
人

　
守
屋
　
保
志

【
新
入
団
員
】

　
舩
木
　
隆
嘉

　
雨
宮
　
眞
澄

　
山
本
　
大
輔

　
青
柳
　
和
樹

　
楳
澤
　
直
樹

　
小
原
　
　
悟
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平
成
25
年
４
月
16
日
丹
波
山
村
村

長
選
挙
が
告
示
さ
れ
、
現
職
の
岡
部

政
幸
氏
が
無
投
票
で
再
選
さ
れ
ま
し

た
。

　
５
月
10
日
か
ら
４
年
間
の
任
期
で
、

観
光
立
村
の
推
進
、
高
齢
者
の
対
策
、

防
災
設
備
の
充
実
等
を
目
指
し
、
ま
た

安
心
安
全
で
、
仲
の
良
い
、
絆
の
強
い

村
づ
く
り
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
少
子
化
や
人
口
減
少
の
問
題
、
そ
し

て
社
会
資
源
の
少
な
い
本
村
で
は
あ
り

ま
す
が
、「
何
か
を
作
り
だ
す
」
と
言

う
新
し
く
創
出
す
る
姿
勢
を
大
事
に

し
、
村
民
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
積

極
的
な
挑
戦
を
行
い
、
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
21
日
（
日
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
村
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い

て
、
中
組
の
守
屋
徳
重
さ
ん
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

■
第
４
次
総
合
計
画
の
策
定

　
現
行
の
第
３
次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
に

伴
い
、
平
成
25
年
度
か
ら
34
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
第
４
次
総

合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
条
例
改
正
・
条
例
制
定

　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
の
他
、
地

方
分
割
一
括
法
に
基
づ
く
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
に
伴

い
各
種
条
例
の
改
正
及
び
制
定
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

■
平
成
24
年
度
補
正
予
算

　
各
会
計
の
不
要
額
の
減
額
が
主
な
内
容
で
す
。
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村 議 会

　村議会の３月定例会は３月12日に開
会し、３月14日に閉会いたしました。
　審議された内容は、過疎地域自立促
進計画変更１件、総合計画策定１件、
条例改正３件、条例制定９件、補正予
算11件、当初予算11件の議案が提出
され、すべて原案のとおり可決されま
した。

3月定例会

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
で
す
！

こ
ん
に
ち
は

　
認
知
症
は
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の

細
胞
が
死
ん
で
し
ま
い
、
働
き
が
悪
く

な
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ

り
、
生
活
に
支
障
を
き
た
す
状
態
を
い

い
ま
す
。

　
も
し
、「
何
か
が
い
つ
も
と
違
う
」

と
感
じ
る
と
き
に
は
、
早
め
の
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。
専
門
医
へ
の
受
診
が

望
ま
し
い
の
で
す
が
、
一
番
信
頼
し
て

い
る
主
治
医
の
先
生
に
相
談
さ
れ
る
の

も
一
つ
の
方
法
で
す
。

　
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
は
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

村
長

　
３
期
目
就
任

村
議
会
議
員

　
　
　
の
紹
介
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会　　計　　名 本年度予算 前年度予算 差引増減額 増減率
一　般　会　計 1,228,000 1,100,000 128,000 11.6

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業勘定 123,362 113,179 10,183 9.0
国民健康保険直診勘定 81,081 91,562 △	10,481 △	11.4
簡易水道 38,876 25,443 13,433 52.8
水源の里保健休養施設 33,250 27,650 5,600 20.3
下水道 194,226 194,200 26 0.0
有線テレビ放送施設 44,215 7,561 36,654 484.8
教育奨励資金 2,604 3,004 △	400 △	13.3
介護保険 89,886 86,166 3,720 4.3
温泉事業 209,500 230,500 △	21,000 △	9.1
介護サービス事業 599 648 △	49 △	7.6
後期高齢者医療 13,350 13,837 △	487 △	3.5
小計 830,949 793,750 37,199 4.7

合　　　計 2,058,949 1,893,750 165,199 8.7

平成25年度当初予算一覧表	 （単位：千円、％）

科　　　目 予算額 構成比
1 村税 52,102 4.2%
2 地方譲与税 5,519 0.4%
3 利子割交付金 45 0.0%
4 配当割交付金 91 0.0%
5 株式等譲渡所得交付金 16 0.0%
6 地方消費税交付金 5,344 0.4%
7 自動車取得税交付金 1,328 0.1%
8 地方特例交付金 1 0.0%
9 地方交付金 610,000 49.7%
10 分担金及び負担金 1,945 0.2%
11 使用料及び手数料 6,644 0.5%
12 国庫支出金 36,589 3.0%
13 県支出金 27,270 2.2%
14 財産収入 1,027 0.1%
15 寄付金 1 0.0%
16 繰入金 212,532 17.3%
17 繰越金 10,000 0.8%
18 諸収入 148,446 12.1%
19 村債 109,100 8.9%

合　　　計 1,228,000

科　　　目 予算額 構成比
1 議会費 27,717 2.3%

2 総務費 183,333 14.9%

3 民生費 170,842 13.9%

4 衛生費 76,406 6.2%

5 農林水産業費 120,210 9.8%

6 商工費 121,221 9.9%

7 土木費 242,834 19.8%

8 消防費 59,941 4.9%

9 教育費 97,694 8.0%

10 災害復旧費 2 0.0%

11 公債費 125,300 10.2%

12 諸支出金 500 0.0%

13 予備費 2,000 0.2%

合　　　計 1,228,000

一般会計歳入内訳	 （単位：千円、％）一般会計歳出内訳	 （単位：千円、％）

平成
25年度

　丹波山村議会３月定例会において、平成25年度の
当初予算が審議され、一般会計他10の特別会計の
予算は原案どおり可決されました。
　平成25年度予算は、村の生活基盤の整備を図る
ため、新たに小袖線舗装工事・テレビ受信アンテナ
新設工事等新規事業の予算を計上し、一般会計は前
年度比１億2,800万円（11.6％）増の12億2,800万円
となりました。

一般会計予算	 12億2,800万円
特別会計予算	 8億3,094万9千円

平成25年度の主な事業
■林業専用道開設工事
■七ツ石小屋山岳トイレ建設工事
■橋梁長寿命化改修工事
■村道小袖線舗装工事
■テレビ受信アンテナ新設工事

当初予算の概要
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新
し
い

お
ま
わ
り
さ
ん

　
　
で
す
。

　
山
梨
県
警
察
の
人
事
異
動
で
宮
川
警
部

補
の
後
任
と
し
て
、
韮
崎
警
察
署
か
ら
幡

野
哲
也
警
部
補
が
着
任
し
ま
し
た
。
幡
野

さ
ん
は
35
才
、
単
身
赴
任
で
駐
在
所
に
勤

務
し
ま
す
。

新
し
い

 

駐
在
所
に

な
り
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
３
月
に
下
組
の
駐
在
所
が
、

上
組
に
移
転
し
新
し
い
駐
在
所
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
地
域
の
安
全
と
安
心
の
た
め
の

拠
点
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

地区名 区　長 区長代理 自主防会長 育成会 体育指導員 隣　　　保　　　長

奥　秋 嶋﨑　　啓 木下　浩一 守屋　要作 芦澤　文男 吉野　一也
嶋崎八重美

１木下　利博　　２河村　康治
３木下　栄和　　４青柳あき子
５武井　ウメ　　６奥秋　冨保

上　組 守屋　保志 河村　節雄 坂本　英光 守屋　保志 嶋崎　竜馬
守屋真由美

１船木タマノ　　２安藤　敬司
３渡辺日出男　　４守屋　喜義

中　組 清水　善明 守岡　昌富 守屋　孝芳 土屋　　俊 守岡　公寿
守岡　美香

１守屋　武彦　　２守屋　金吾
３守屋　徳重　　４守屋　和男

下　組 芦澤　敦生 田中　寿二 船木　利春 田中　寿二 岡部　英利
酒井　勝平

１芦澤　保雄　　２坂本　五一
３青柳　安江　　４岡部　一喜
５廣瀬　孝義

高　尾 橋詰　　修 青柳　敏彦 楳澤千代男 大河　和教 守屋　秀寿
嶋崎　忠久

１田中　　稔　　２吉村カネ代
３吉村　　実　　４橋詰　五郎
５橋詰　昭人

押垣外 青柳　和夫 廣瀬　浩蔵 船木　昭和 廣瀬　浩蔵 船木　政和
船木　良美

１岡部　寛一　　２芦澤　富雄
３田中ミサ子

保之瀬 小林　敏男 小林　弘幸 船木日出夫 岡部　　晃 船木　健一
岡部　　晃

１船木　敏史　　２岡部　守男
３河村　栄子

東　部 吉野　勝一
河村　清一
河村　清久
小林　一三

松島　三郎 嶋崎　夏子 吉野　勝一
河村八重子

１酒井　智生　　２沼田　彦一
３吉野　　進　　４船木　弥平
５嶋崎三千男　　６梅田　あさ
７河村　清一　　８岡部　紀一
９小林　敏男

平成25年度　各地区新役員名簿
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食
生
活
改
善

　
　
推
進
員
の
活
動

食
生
活
改
善

　
　
推
進
員
の
活
動

　
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

「
食
」
の
大
切
さ
を
地
域
の

方
々
に
広
く
呼
び
か
け
、
身

近
な
家
庭
や
地
域
か
ら
食
習

慣
を
見
直
し
、
改
善
し
、
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と

い
う
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　
本
村
で
は
、
12
人
の
構
成
員

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。〝
私
た
ち
の
健
康
は
私
た

ち
の
手
で
〟
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
食
品
衛
生
・
栄
養
の
基
礎

知
識
等
を
学
び
、
生
活
習
慣

病
予
防
や
子
ど
も
の
食
の
「
心

身
の
健
康
」
へ
の
影
響
等
、

毎
日
の
食
生
活
の
重
要
性
を

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
伝
え
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
各
地
区
で
75

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
全
村
民
を
対
象
に
生

活
習
慣
病
予
防
教
室
を
実
施

し
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
と

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲ 当日の様子；奥秋の木下花代さん

▲ 当日の様子：上組の坂本君子さん ▲ 当日の様子；高尾の青柳ふみ子さん

　高尾の青柳ふみ子さんが2月4日に、奥秋の
木下花代さんが3月9日に、また上組の坂本君子さん
が5月9日に90歳のお誕生日を迎えられ、村から記念
品等を贈呈しました。
　当日は訪問した村長、老人クラブ会長と健康の秘
訣などに話を弾ませていました。
　とても元気な様子で、素敵な笑顔で話されていた
のが印象的でした。
　これからも健康にご留意され、いつまでも、お元気で。
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■
自
衛
官
募
集
相
談
員
の
委
嘱

　
自
衛
官
募
集
相
談
員
に
舩
木
昭
和
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

27
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

■
多
摩
川
上
流
域
の
民
有
林

　
を
購
入
し
て
い
ま
す

　
東
京
都
水
道
局
で
は
、
林
業
不
振
等
に

よ
り
手
入
れ
が
で
き
ず
、
所
有
者
が
手
放

す
意
向
の
あ
る
民
有
林
を
購
入
す
る
「
民

有
林
購
入
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
水
道

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
公
募
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

　
＊
消
印
有
効

▼
問
合
せ
先

　
東
京
都
水
道
局

　
民
有
林
購
入
事
業
担
当

　
☎
0
3
︲
5
3
2
0
︲
6
4
3
7

■
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
車
検
診
）

▼
日
　
時

　
平
成
25
年
6
月
6
日
（
木
）

　
午
後
2
時
～
3
時
ま
で

▼
場
　
所
　
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者
　
20
歳
以
上
の
女
性

▼
負
担
金
　
7
0
0
円

■
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
施
設
検
診
）

▼
対
象
者
　
20
歳
以
上
の
女
性

▼
負
担
金
　
2
，
2
0
0
円

　
県
内
約
40
か
所
の
指
定
医
療
機
関
で
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
生
活
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■「
私
は
守
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
電
波
の
ル
ー
ル
」

　
総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で

を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」
と
し
て
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
周
知
・
啓
発
活
動
及
び
不
法

無
線
局
の
取
締
り
を
強
化
し
ま
す
。

　
電
波
は
暮
ら
し
の
中
で
欠
か
せ
な
い
大

切
な
も
の
で
す
。
電
波
の
ル
ー
ル
は
み
ん

な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
は

　
関
東
総
合
通
信
局

　
●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　
　
☎
０
３
︲
６
２
３
８
︲
１
９
３
９

　
●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
妨
害

　
　
☎
０
３
︲
６
２
３
８
︲
１
９
４
５

　
●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

　
　
☎
０
３
︲
６
２
３
８
︲
１
９
４
４

■
テ
レ
ビ
受
信
ア
ン
テ
ナ
を	

　
新
設
し
ま
し
た

　
N
H
K
を
含
む
在
京
６
社
で
は
テ
レ
ビ

電
波
送
信
施
設
を
現
行
の
東
京
タ
ワ
ー
か

ら
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に
変
更
し
ま
す
。

　
丹
波
山
村
有
線
テ
レ
ビ
の
現
在
の
受
信

点
で
は
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
の
電
波
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
平
成
25

年
度
に
３
，
５
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上

し
丹
波
天
平
に
受
信
ア
ン
テ
ナ
を
新
設
し

ま
し
た
。
平
成
25
年
５
月
に
は
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
か
ら
の
電
波
送
信
に
切
り
替
わ
る
予

定
で
す
。

　
切
り
替
え
後
の
テ
レ
ビ
の
不
具
合
等
に

つ
い
て
は
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■「
た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て

　
考
え
よ
う
」
週
間

　
５
月
31
日
～
６
月
６
日

　
た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
多
く
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
喫
煙

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
誘
発
す
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
分
は
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
の
に
、
他

人
の
た
ば
こ
の
煙
で
空
気
が
汚
れ
、
そ
れ

を
吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、
肺
が
ん
、
心
筋

梗
塞
、
狭
心
症
、
慢
性
気
管
支
炎
、
喘
息

な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
夫
が
１
日
20

本
以
上
吸
う
場
合
、
そ
の
妻
の
肺
が
ん
発

生
率
は
2
倍
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
妻
が
い
る
夫
が
た
ば
こ
を
吸

う
場
合
、
低
出
生
体
重
児
が
生
ま
れ
る
割

合
は
吸
わ
な
い
夫
の
1
．
2
倍
と
言
わ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
た
ば
こ
を
１
本
吸
う
と
寿
命
が

5
分
30
秒
短
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
寿
命
も
短
く

し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
た

ば
こ
と
健
康
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

お
知
ら
せ
　Inform

ation

いきいきふれあい
サロン

シニア ふる里劇団 公演会

日 時

演目

会場

対象

５月30日（木）

午前11時30分～午後２時30分まで

交流促進センター

どなたでもお越しください

＊当日は、昼食を用意いたします。
　是非、ご参加ください。
▶問い合わせ先　住民生活課：保健師

 “振り込め詐欺”予防は

家族の絆から

歌と舞踊「瞼の母」

（公演時間は、午後１時～２時まで）
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■
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

　
お
手
紙
募
集

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
︲
Ｂ
Ｓ
プ
レ

ミ
ア
ム
で
放
送
中
の
、

「
に
っ
ぽ
ん
縦
断	

こ
こ

ろ
旅
（
２
０
１
３
春
の

旅
）」。
４
月
１
日
鹿
児

島
県
を
ス
タ
ー
ト
、
夏

の
山
梨
県
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙

で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、
町
内

の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」
に
ま

つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
手
紙

が
採
用
さ
れ
れ
ば
火
野
さ
ん
が
丹
波
山
村

を
訪
れ
ま
す
。

山
梨
県
の
放
送
予
定

　
７
月
22
日
（
月
）
～
７
月
28
日
（
日
）

▼
応
募
期
限

　
７
月
２
日
（
火
）
必
着

▼
応
募
内
容

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、

思
い
出
の
場
所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド

▼
応
募
方
法

　
●
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　w

w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

　
●
F
A
X

　
　
0
3
︲
0
4
6
5
︲
1
3
2
7

　
●
郵
送

　
　
〒
1
5
0
︲
8
0
0
1

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
︲
０
６
６
︲
０
６
６

　
ま
た
は

　
☎
０
５
０
︲
３
７
８
６
︲
５
０
０
０

　　　　　　　社団法人大多摩観光連盟主催による第
２回―多摩げた食の祭典―大多摩Ｂ級グルメが開催さ
れ、丹波山村からは丹波鹿ドック・丹波鹿カレーコロッ
ケが出店しますのでご来場ください。
　　　　　平成25年５月25日（土）・26日（日）
　　　　　10：00～16：00
　　　　　東京サマーランドファミリーパーク
　　　　　駐車場（あきる野市）
　　　　　大多摩観光連盟加盟市町村による観光ＰＲ
コーナー・グルメコーナーの出展と特設ステージでは
郷土芸能等を楽しむことができます。
　詳細は大多摩観光連盟ホームページをご覧ください。
▶ http://www.ohtamageta.com

―多摩げた食の祭典―
大多摩Ｂ級グルメ
が開催されます

場　　所

イベント内容

日　　時

温かな善意
ありがとう

ございました

10
万
円
　
河
村
　
春
樹	

様

福
祉
の
た
め
に

　
「
多
摩
川
の
自
然
を
守
ろ
う
、
水
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
を
テ
ー
マ

に
丹
波
山
村
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
の
ゲ
ス
ト
は
伍
代
夏
子
さ
ん
で
す
。

平成25年7月28日（日）
午前10時から
交流促進センター

第
26
回 

夏
ま
つ
り
丹
波

場 所

日 時

「写真提供NHK」
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③
審
査
判
定

②
認
定
調
査

①
要
介
護
認
定
の
申
請
（
役
場
住
民
生
活
課
で
行
え
ま
す
）

本
人
や
家
族
が
申
請
し
ま
す
。

心
身
の
状
況
を
調
べ
る
た
め
、
本
人
や
家
族
、
入
院
先
の

看
護
師
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
人

の
主
治
医
か
ら
意
見
を
受
け
ま
す
。（
役
場
で
行
い
ま
す
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
判
定
と
主
治
医
の
意
見
書
な
ど
を
も
と

に
「
介
護
認
定
審
査
会
」
で
審
査
し
、
要
介
護
状
態
区
分

が
判
定
さ
れ
ま
す
。

結
果
が
記
載
さ
れ
た
「
認
定
結
果
通
知
書
」
と
「
保
険
証
」

が
届
き
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
村
に
申
請
し
て

「
介
護
や
支
援
が
必
要
」
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課
：
介
護
保
険
担
当

　
☎
８
８―

０
２
１
１

④
認
定
結
果
通
知

介護保険サービス

認定が 必要 です。
を利用するためには

（1）相談所開設日時

　　平成25年6月23日（日）

　　午前9時00分から午後3時30分まで

（2）開設場所

　　甲府市丸の内1丁目1番18号　甲府合同庁舎

（3）相談員

　　法務局職員、公証人

（4）相談内容

　　○土地・建物・会社・法人等の登記に関すること

　　○隣地との筆界に関すること

　　○いじめ・虐待などの人権問題に関すること

　　○地代・家賃の供託に関すること

　　○婚姻・離婚など戸籍に関すること

　　○成年後見制度に関すること

　　○遺言等公正証書作成に関すること

　　○その他法務局の所掌事務に関すること

（5）その他

　　相談は無料ですが予約が必要です。

（1）開講日時及び講座内容

　　平成25年6月23日（日）

　　①「相続について」　

　　　  午前10時00分から午前11時00分

　　②「青年後見制度について」　

　　　  午後1時30分から午後2時30分

（2）開講場所

　　甲府市丸の内1丁目1番18号　甲府合同庁舎

（3）講師

　　法務局職員

（4）その他

　　 聴講は無料ですが予約が必要です。予約され

ない場合は聴講できません。

▶予約に関する問合せ先

　甲府地方法務局総務課

　☎055－252－7153

「法務局なんでも無料相談所」の開設及び
「法務局講座」の開講のお知らせ

● 労働保険料・一般拠出金の年度更新手続は、

6月1日から7月10日の間に行なうこととなっ

ております。

　 年度更新申告書の送付は5月末、申告書受理

会は6月中旬以降を予定しています。（申告書

受理会の日程等は、申告書に同封してお知ら

せします。）

● 平成22年4月1日から雇用保険の適用範囲が拡

大され、①31日以上の雇用見込みがあること、

②1週間の所定労働時間が20時間以上である

ことの2点を満たす場合には、雇用保険が適用

されます。

● 年度更新の時期が社会保険の算定基礎届の

提出時期と重なりますので、お早めにご準備

の上、法定申告・納付期限内に労働保険料・

一般拠出金の申告・納付を済ませていただき

ますようお願いします。

▶問合せ先

　山梨労働局労働保険徴収室

　☎055－225－2852

　都留労働基準監督署（労災課）

　☎0554－43－2195

1.「法務局なんでも無料相談所」の開設について 2．法務局講座の開講について

平成25年度  労働保険に関するお知らせ
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③
審
査
判
定

②
認
定
調
査

①
要
介
護
認
定
の
申
請
（
役
場
住
民
生
活
課
で
行
え
ま
す
）

本
人
や
家
族
が
申
請
し
ま
す
。

心
身
の
状
況
を
調
べ
る
た
め
、
本
人
や
家
族
、
入
院
先
の

看
護
師
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
人

の
主
治
医
か
ら
意
見
を
受
け
ま
す
。（
役
場
で
行
い
ま
す
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
判
定
と
主
治
医
の
意
見
書
な
ど
を
も
と

に
「
介
護
認
定
審
査
会
」
で
審
査
し
、
要
介
護
状
態
区
分

が
判
定
さ
れ
ま
す
。

結
果
が
記
載
さ
れ
た
「
認
定
結
果
通
知
書
」
と
「
保
険
証
」

が
届
き
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
村
に
申
請
し
て

「
介
護
や
支
援
が
必
要
」
と
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
住
民
生
活
課
：
介
護
保
険
担
当

　
☎
８
８―

０
２
１
１

④
認
定
結
果
通
知

介護保険サービス

認定が 必要 です。
を利用するためには

＊確認には、保健師が伺います

▶問い合わせ先　住民生活課　☎88－0211

5月27日（月）～5月30日（木）

午前8時30分～午後5時まで

①8020達成表彰者

　 平成25年4月１日現在、80歳以上の方で20本以上ご自分の

歯がある丹波山村在住の方

　（過去に表彰を受けた方は除く）

②6024達成表彰者

　 平成25年4月１日現在、60歳以上の方で24本以上ご自分の

歯がある丹波山村在住の方

平成25年6月10日（月）

「丹波山村歯っぴい8020達成者 及び

6024達成者表彰」募集のお知らせ

募集期間

対 象 者

表彰実施日
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課長 坂本　五一 ・課の統括　人事
主幹 木下　武久 ・選挙　議会　給与
主査 長谷川達弥 ・財政全般　過疎対策　交通　企画　広域
主事 舩木　隆嘉 ・税務全般　消防団　防災　統計　庶務
会計管理者（兼） 長谷川達弥 ・出納
臨時職員 吉野　松見 ・出納　庶務
課長 木下　喜人 ・課の統括
主幹 芦澤将一郎 ・戸籍　年金　老人クラブ
主査 芦澤　泰士 ・簡易水道　環境・ゴミ　児童福祉
主任 岡部　英利 ・介護福祉　障害者福祉　民生委員・児童委員
主事 瀧本　清明 ・国民健康保険　後期高齢者　県単老人医療
保健師 藤森希美江 ・保健事業
保健師 守屋　朋美 ・保健事業
業務員 舩木　健一 ・水道技術員
副主査 久保田崇史 ・保育士
臨時職員 三井　麻未 ・保育士
パート 橋詰　幸子 ・給食調理　所内用務
パート 河村　保子 ・保育補助
医師 古屋　禎男 ・医師
看護師 武井　千春 ・看護師
主事補 酒井　裕子 ・医療事務
パート 舩木みゆき ・受付　所内用務
歯科医師 渡邊日出男 ・歯科
センター長（兼） 木下　喜人 ・センター統括
主任（兼） 岡部　英利 ・事務
保健師（兼） 守屋　朋美 ・包括支援事業
保健師（兼） 藤森希美江 ・包括支援事業
課長 田中　寿二 ・課の統括　商工
主幹 吉野　一也 ・観光全般　交流センター　イベント
副主査 守屋　　剛 ・林務全般　
主任 相生　有得 ・農務全般
主事 雨宮　真澄 ・土木全般　住宅
パート 小池　文夫 ・村営つり場管理人
パート 楳澤千代男 ・ローラーすべり台管理人
課長 木下　和彦 ・支配人　課の統括
副支配人 白木　敏彦 ・副支配人
主事補 田中　裕子 ・温泉・道の駅・そば処
主事補 舩木　　翼 ・温泉・道の駅・そば処
次長 橋詰　　武 ・委員会事務の統括　学校教育　社会教育
主任 中村　達也 ・社会体育　有線テレビ　広報　ホームページ
パート 木下　礼子 ・給食調理
パート 岡部　智子 ・給食調理
村単教員 田中　拓己 ・小学校教諭
村単教員 重森　千波 ・小学校教諭
村単教員 依田志津香 ・中学校養護教諭
パート 守屋　英子 ・小学校用務
パート 清水　　都 ・中学校用務
パート 広瀬　清美 ・中学校事務
パート 守屋モリエ ・資料館用務

局長（兼） 坂本　五一 　書記（兼）　長谷川達弥

局長（兼） 坂本　五一 　書記（兼）　舩木　隆嘉

局長（兼） 田中　寿二 　書記（兼）　相生　有得

消防司令 木下　栄和
消防司令補 舩木　正之
消防士長 河村　和彦
消防副士長 舩木　政和
消防士 酒井　勝平
消防司令 細川　春雄
消防司令 嶋崎　新吾
消防司令補 舩木　秋広
消防司令補 木下　謙吾
消防司令補 舩木　潤一
消防学校入校中 大薗　　樹
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　５月１日付で村の職員の人事異動がありました。
　新たな配置は次のとおりです。4月より新たに３名
の職員を迎え、住民サービスに取り組んでいきます。

丹波山村行政組織図
平成25年5月1日　現在

振興課　雨宮真澄
（26歳・南アルプス市出身）

保育所　三井麻未
（27歳・甲斐市出身）

総務企画課　舩木隆嘉
（24歳・丹波山村出身）


